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1．はじめに 

2018 年 6 月号では，研究データを公開する際のライセ

ンスの検討状況について述べた。記事で紹介した質問紙調

査の結果，研究者がデータ公開にあたって強く求めている

条件は「クレジットの表示」であった。別の調査でも，研

究者は公開したデータを「引用せずに利用される可能性」

に強い懸念を抱いていることが明らかにされている 1)。そ

こで今回は，公開されている研究データを再利用する際の

「データ引用」について取り上げたい。 

2．データ引用のいま 

論文など出版物の引用は，分野を超えた規範となってい

る。また，ビッグ 3（APA，シカゴ，MLA）をはじめとす

る多くのスタイルガイドやデータリポジトリは，出版物と

同様に，データやソフトウェアを参考文献リストに記載す

る場合の書式を示している注 1)。図 1 に英国の DCC（Digital 
Curation Centre）によるデータ引用のガイド 2)から，APA
と PANGAEA データリポジトリによる書式の例を示す。 

しかし，現状では公開されているデータやソフトウェア

を再利用する際に，それらに関連する論文を引用すること

はあっても，データを直接引用している論文は少ない。

PMC（旧 PubMed Central）に収録された 2017 年の論文

365,354 報のうち，データ引用を含む論文はわずか 850 報

（全体の 0.2％）である注 2)。また，参考文献リストではなく，

補足情報 3)や本文 4)に引用情報やURLを記載する論文が多

い分野もある。 
それでは，なぜ関連論文ではなくデータを直接引用する

方が良いのか，なぜ参考文献リストに記載する方が良いの

か，順に見ていきたい。 

3．データ引用の意義 

データ引用の背景には，データを論文などの出版物と同

様の重要な研究成果とみなすという認識がある。これは

OECD や G7 をはじめとする各国・地域のオープンサイエ

ンス政策にも共通の認識といえる。象徴的な表現として，

英語の文献では“データはファーストクラスのオブジェク

ト”というフレーズをしばしば目にする。 
ところが，データ公開は手間やコストを必要とするのに

もかかわらず，論文と同様の業績として認められていない

場合が多い。また，データの作成者は，論文の共著者にな

らない場合もある。そこで論文ではなくデータを引用する

ことによって，(1)データの作成者にクレジットを与えるこ

と，(2)データの引用状況を測定して研究の影響度を明らか

にして公開のインセンティブとすること－より直截的に

いえば，研究助成金の獲得や採用，昇進などにつなげるこ

とが期待されている 5)。加えて，データ引用には(3)データ

へのアクセスを確実にすること，(4)追試や検証を可能にし

て研究の透明性を向上させること，といったメリットもあ

る。 

4．データ引用の標準化と普及の取り組み 

こうしたデータ引用のメリットを最大化するために，

CODATA と ICSTI，RDA（Research Data Alliance）は，

データ引用の標準化や普及につとめてきた 6)。これらの機

関や出版社といったステークホルダーの協力のもと，国際

イニシアティブの FORCE11 は，2014 年に「データ引用

原則の共同声明（Joint Declaration of Data Citation 
Principles, JDDCP）」7)を，2016 年には「ソフトウェアの

引用指針」8)を公開した。Elsevier は，1,800 タイトルを超

える雑誌に JDDCP を採択している。 
JDDCP や DCC のガイドなどは，データ引用の測定に対

応するために，おおむね次のことを提言している。すなわ

ち，（本文などではなく）参考文献リストにデータ引用を記

すこと，著者・タイトル・出版年・出版者／データリポジ

トリ・ユニークで永続性のある DOI（Digital Object 
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 APA 

Cool, H. E. M., & Bell, M. (2011). Excavations at St Peter’s Church, 

Barton-upon-Humber [Data set]. doi:10.5284/1000389 

PANGAEA 

Willmes, S et al. (2009): Onset dates of annual snowmelt on 

Antarctic sea ice in 2007/2008. doi:10.1594/PANGAEA.701380 

図 1 データ引用の書式 2) 
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Identifier）を記すことである。 

5．提言による規範化の限界 

こうした提言の影響を明らかにするために，Mayo らは

Dryad データリポジトリに登録されたデータを用いた論

文のデータ引用の状況を調査した 9)。残念ながら，2011 年

から 2014 年に出版された 1,125 報のうち，参考文献リス

トに Dryad の DOI が記載されている論文はわずか 6％で

あった。本文中に Dryad の DOI が記載されている論文は

75％，どこにも書かれていない論文が 20％である。2011
年から 2014 年の経年変化をみると，引用がない論文は

31％から 15％に減少している。参考文献リストに引用を掲

載している論文は 5％から 8％に増加しているが，このペー

スでは，2031 年まで 90％を超えないと指摘している 10)。 
どうやら，データ引用の書式の整備や提言によってデー

タ引用を規範とするのには時間がかかりそうである。一方，

データ引用の測定や可視化によって，データの探索や選択

が容易になれば，また，データ引用が評価されるようにな

れば，データ引用が拡がるのではないだろうか。 

6．データ引用の測定 

2017 年 4 月，Wikimedia 財団や PLOS など 6 団体が，

引用データの無料公開をめざす I4OC（https://i4oc.org）
を設立した。I4OC は出版社や学会に協力を呼びかけて，

Crossref に登録されている引用データの公開を進めてい

る。公式サイトによれば，2018 年 1 月現在，Springer 
Nature や Wiley など 154 団体が参加しており，雑誌論文

の引用データの公開率は活動以前の 1％から 50％まで増

加 し た 。 引 用 デ ー タ は ， Crossref の REST API
（ https://github.com/CrossRef/rest-api-doc ） や Open 
Citations Corpus（http://opencitations.net）から入手で

きる。 
Crossref の引用データを用いて，MDC（Make Data 

Count）プロジェクトはデータのメトリクス（Data Level 
Metrics）開発を行っている（https://makedatacount.org）。
MDCは，2017年5月にCDL（California Digital Library），
DataCite，DataONE が開始した。その前身である Making 

Data Count プロジェクトの調査結果を受けて，メトリク

スにはデータの引用数，および利用数（閲覧数とダウンロー

ド数）を採用している（図 2）。 
 2018 年 6 月には，CDL と DataONE のリポジトリにメ

トリクスが実装された。また，MDC は COUNTER の実務

基準を研究データリポジトリに実装するためのガイドを

GitHub で公開している 11)。さらに，より広範な議論を行

うべく，RDA にデータ利用メトリクスのワーキンググルー

プ（Data Usage Metrics WG）を立ち上げ，ステークホル

ダーの参加を呼びかけている。MDC の今後の展開に期待

したい。 

7．おわりに 

引用データがオープン化され，誰もがデータ引用の状況

を追跡できる環境が整いつつある（オープンサイエン

ス！）。データ引用の増加や計量書誌学の進展に期待が高ま

る反面，メトリクスが実装されることで，インパクトファ

クターをめぐる不正などの問題が，データについても起き

るのではないかと少々心配でもある。ちなみに，論文の被

引用数を研究評価に使う場合，批判的な引用や儀礼的な引

用も含まれてしまう問題が指摘されている。著者が想像す

る限り，データを批判的，儀礼的に使うとは考えにくいが，

はたしてどうだろうか？ 
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